
サ轟タルで上議す
.る

.

被変|ダン
ー
ス喘9艦 誠0久子

【モダン編・スロ…・フォックストロット 第2回】

ノ

ノ
・

咸

・

プロフィール

神元誠・久子//東京 吉祥寺にあるダン

ススペース吉祥寺の玉城盛辰 富美子先

生 (元全日本モダンA級 //ラ テンフアイ

ナリス ト)に 師事。現在、埼玉県内でダ

ンスサークルの指導を行つている。

鑢メールアドレス

m kammoto@mv b g obe nejp

フ
ツ
ト
ワ
ー
ク
を
正
し
く
―

こ
の
最
低
条
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
か
？

練
習
に
、
「
ヒ
ー
ル
は
ゅ
っ
く
り
お
ろ
す
」

を
加
え
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
大
阪
市
の
社
交
ダ
ン
ス
Ａ
Ｚ
、
川
崎
卓
哉
先
生

と
大
野
亜
希
子
先
生
を
ゲ
ス
ト
に
お
送
り
し
ま
す
。
お
二

人
は
カ
ッ
プ
ル
を
組
ま
れ
て
８
ヶ
月
日
の
フ
レ
ツ
シ
ュ

カ
ツ
プ
ル
ー

教
室
名
の
Ａ
Ｚ
は

′′ア

ゼ
ツ
ト
″
と
読
み
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
川
崎
秋
恵
先

生
が
Ａ
～
Ｚ
、
あ
ら
ゆ
る

レ
ベ
ル
の
人
た
ち
が
同
じ

フ
ロ
ア
で
練
習
し
、
良
い

横
の
関
係
で
大
き
な
輪
を

築
け
る
こ
と
を
願
っ
て
つ

け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

川
崎
先
生

¨
初
回
は
芳
賀
っ
ち
と
奈
見
ち
ゃ
ん
が
ナ
チ
ュ

ラ
ル
　
ウ
ィ
ー
ブ
で
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ

か
ら
コ
ー
ナ
ー
に
向
か
い
ダ
イ
レ
ク
シ
ヨ

ン
　
チ
ェ
ン
ジ
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

神
　
　
一死
一　
″ダ
イ
レ
ク
シ
コ
ン
″
と
言
わ
れ
る
所
を
見

る
と
、
典
型
的
な
英
国
人
の
レ
ツ
ス
ン
を
受

け
て
お
ら
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

川
崎
先
生

¨
ホ
ー
キ
ン
ス
組

（ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
　
ホ
ー

キ
ン
ス
＆
ジ
ヤ
ス
テ
ィ
ナ
　
コ
ジ
ン
ス
カ
）

に
は
よ
く
レ
ツ
ス
ン
を
受
け
て
い
訣
す
の

で
、
そ
の
影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
彼
は
日

本
語
が
と
て
も
上
手
で
レ
ツ
ス
ン
も
日
本

語
。
と
て
も
良
＜
分
か
り
ま
す
。
好
き
な
ダ

ン
サ
ー
の

一
人
で
す
。

神
　
　
一九
一
や
っ
ば
リ
ー
　
そ
し
て
羨
衣
し
い
―
　
ダ
イ

レ
ク
シ
ョ
ン
　
チ
エ
ン
ジ
も
チ
エ
ン
ジ
　
オ

ブ
　
デ
イ
レ
ク
シ
∃
ン
も
同
じ
で
す
が
、
こ

れ
を
∃
―
ナ
ー
に
入
り
新
Ｌ
Ｏ
Ｄ
の
中
央
斜

め
に
終
わ
り
ま
す
か
ら
１
８
０
度
回
転
で

す
。　
一
番
見
栄
え
の
す
る
踊
り
方
で
す
が
、

多
少
の
経
験
者
で
も
結
構
大
変
で
す
。
こ
れ

を
ど
の
よ
う
に
攻
略
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ

つヽ
つ

川
崎
先
生

一
こ
の
フ
ィ
ガ
ー
の
特
徴
は
ラ
イ
ズ
＆
フ
ォ
ー

ル
が
な
い
こ
と
で
す
。

神
　
　
一九
一
つ
ま
り
、
平
ら
に
回
る
わ
け
で
す
ね
。
で
も

１
８
０
度
の
回
転
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん

（笑
）
。

川
崎
先
生

¨
そ
こ
で
男
性
は
２
歩
日
で
右
サ
イ
ド
　
リ
ー

ド
を
使
い
ま
す
。
こ
れ
を
使
わ
な
い
と
回
転

量
が
得
ら
れ
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
２
歩

日
、
３
歩
目
で
イ
ン
サ
イ
ド
　
エ
ツ
ジ
を
使

う
と
回
転
の
終
わ
り
を
上
手
に
処
理
で
き
る

の
で
す
。
最
後
は
左
ス
ウ
ェ
イ
で
左
を
向
い

て
も
良
い
で
す
が
、
左
サ
イ
ド
を
落
と
さ
な

い
よ
う
に
充
分
気
を
つ
け
ま
す
。

大
野
先
生

一
女
性
の
２
歩
目
は
後
退
で
す
が
、
揃
え
て
し

ま
う
人
が
多
い
で
す
ね
。

神
　
　
一死

大
野
先
生

ス
ロ
ー
な
の
で

「
ヒ
ー
ル
　
タ
ー
ン
だ
」
、
と

考
え
て
し
き
う
の
で
し
よ
う
ね
。

男
性
の
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ラ
イ

ズ
＆
フ
ォ
ー
ル
が
な
い
こ
と
や
サ
イ
ド

り
―
ド
の
意
識
を
せ
ず
、
た
だ
左
回
転
の
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
こ
の
問
題
が
起
こ
る
と

思
い
ま
す
。
女
性
も
、
「
２
歩
目
は
左
サ
イ

ド
　
リ
ー
ド
を
使

っ
て
後
退
」
と
覚
え
ま

し
ょ
う
。
こ
の
と
き
、
後
退
な
の
で
頭
を
先

に
持
っ
て
い
こ
う
と
し
て
腰
が
残
る
人
が
い

ま
す
。
左
肩
の
上
に
乗
せ
た
頭
が
動
き
に
つ

い
て
来
る
と
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
３

歩
目
の
足
は
床
に
ブ
レ
ス
を
か
け
て
引
き
寄

せ
ま
す
。
軽
く
寄
せ
る
と
お
尻
が
抜
け
る
原

因
と
な
り
ま
す
。

川
崎
先
生

一
男
性
は
２
歩
日
の
ト
ウ
を
内
側
に
向
け
る
―

こ
れ
も
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
チ
エ
ン
ジ
を
成

功
さ
せ
る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

神
　
　
一冗
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
３
歩
を
処
理
す

る
の
に
こ
ん
な
に
頭
を
使
い
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
ね
。
サ
ー

ク
ル
で
は
踊
ら
な
い
練
習
も
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
男
性
は
１
歩
日
で
止
ま

り
、
次
に
２
歩
目
右
足
と
右
サ
イ
ド
を

一
緒

に
出
し
て
止
ま
る
（女
性
は
反
対
の
動
き
を
）
。

こ
れ
を
し
て
み
る
と
サ
イ
ド
　
リ
ー
ド
が
理

解
で
き
ま
す
し
、
足
の
出
す
位
置
や
向
き
も

把
握
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
に
は

２
歩
目

「斜
め
に
前
進
」
と
書
い
て
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
上
ま

っ
て
の
練
習
を
す
る
と
、

前
進
し
た
２
歩
日
の
方
向
が
結
果
的
に
体
に

対
し
て

「斜
め
に
前
進
」
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
２
、
３
歩
目
の
フ
ツ
ト
ワ
ー

ク
の
チ
エ
ツ
ク
も
上
達
に
は
不
可
欠
で
す

ね
。

川
崎
先
生

一
男
性
は
中
央
斜
め
に
面
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

前
□
同
様
、
フ
エ
ザ
ー
　
ス
テ
ツ
フ^
を
踊
り
、

今
回
の
も
う

一
つ
の
日
玉
、
バ
ウ
ン
ス

フ
ォ
ー
ラ
ウ
ェ
イ
の
ウ
ィ
ー
ブ
　
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

神
　
　
一死
¨
バ
ウ
ン
ス
と
は

「
弾
む
」
こ
と
で
す
か
ら

フ
ォ
ー
ラ
ウ
ェ
イ
の
中
に
弾
み
が
入
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
す
が
、
ト
ツ
プ
ダ
ン
サ
ー
の

ビ
デ
オ
を
見
て
も
、
さ
ほ
ど
弾
ん
だ
感
じ
が

見
ら
れ
な
い
の
で
す
が
。

川
崎
先
生

¨
そ
う
な
ん
で
す
。
面
白
い
こ
と
に
、
私
た
ち

も
ヨ
ー
チ
ヤ
ー
に
は

「バ
ウ
ン
ス
し
な
＜
て

良
い
」
と
言
わ
れ
た
り
す
る
の
で
す
。
で
も

初
中
級
の
人
は

「
ス
テ
ツ
プ
の
説
明
」
に
あ

る
基
本
の
踊
り
方
を
、
そ
し
て
上
級
者
は
３

と
４
歩
日
で
バ
ウ
ン
ス
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

神
　
　
一死
¨
で
は
バ
ウ
ン
ス
控
え
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ウ
エ
イ

を
、
体
に
感
じ
て
踊
り
ま
し
ょ
う
。
（笑
）

川
崎
先
生

¨
カ
ウ
ン
ト
は
Ｓ
＆
Ｓ
＆
。
こ
こ
は
Ｓ
＆
Ｑ
Ｑ

と
踊
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
私
た
ち
は
始

め
の
カ
ウ
ン
ト
の
方
が
音
楽
性
に
富
む
感
じ

が
し
て
好
き
で
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ウ
ェ
イ
の
形

で
は
背
中
を
広
げ
る
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に

し
て
い
志
す
。
４
歩
日
で
は
右
ヒ
ッ
プ
を

使
っ
て
女
性
を
Ｏ
Ｐ
に
り
―
ド
し
ま
す
。

大
野
先
生

¨
女
性
の
フ
ォ
ー
ラ
ウ
ェ
イ
で
は
ネ
ツ
ク
を
右

に
返
し
た
り
し
ま
す
が
、
フ
オ
ー
ラ
ウ
エ
イ

が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
は
左
に
残
す
と
良

大野先生・りII崎 先生

川
崎
先
生
と
大
野
先
生
が
つ
な
げ
る

今
月
の
ア
マ
ル
ガ
メ
ー
シ
ョ
ン

☆
チ
ェ
ン
ジ

・
オ
ブ

・
デ
イ
レ
ク

シ
ョ
ン

～

フ
ェ
ザ
ー

・
ス
テ
ツ

プ

～

バ
ウ
ン
ス

・
フ
オ
ー
ラ

ウ
ェ
イ
、
ウ
ィ
ー
プ

・
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
★

チ
エ
ン
ジ

。
オ
ブ

・
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
攻
略
法

背
中
と
前
を
広
げ
る
。
軌
遵
確
保
・
崩
れ
な
い
踊
り
方

48

い
で
す

。

こ

の

方

法

は

形
が

崩

れ

に

く

く

バ
ー

ス

く
，

ス
リ

ツ

う盛 フオ■ル記号の読み1藩

ダウン (低い状態が続いている)

ライズ

アップ (ライズして高い状態が続いている)

アップを保ってからロアーに入る       |
生ユ__上_墨些生異なる場合の女性のライズ§(フオール

チェンジ オブ デイレクシ∃ン
2歩目のサイドリード。
矢印の方から男性前進

コ
ー
チ
ャ
ー
達
か
ら
も
、
こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
か
ら
男
性
へ
の
希

望
と
し
て
―

女
性
の
方
に
入
っ
て
く
る
人
が
結

構
い
ま
す
の
で
、
男
性
は
自
分
の
軌
道
を
確
保

し
、
女
性
の
方
へ
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

元

¨
つ
ま
り
、
女
性
と
男
性
は
決
し
て
１
本
の
道
を

共
同
で
踊
る
の
で
は
な
く
、
別
々
の
軌
道
を

使

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
ま
た
、

「ネ
ツ
ク
を
左
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
ワ
ル
ツ
の

ホ
イ
ス
ク
で
も
使
え
ま
す
か
ら
、
こ
の
知
識
は

大
き
な
助
け
に
な
り
ま
す
。
崩
れ
な
い
踊
り
を

す
る
の
で
す
ね
。

大
野
先
生

¨
女
性
は
３
歩
目
右
足
か
ら
の
４
歩
目
左
足
は
外

へ

「
ハ
」
の
字
に
開
き
ま
す
。
男
性
が
背
中
を

意
識
す
る
よ
う
に
、
女
性
は
体
の
前
を
開
く
意

識
を
持
ち
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
リ
ン
ゼ

イ
　
ヒ
リ
ヤ
ー
が
う
る
さ
い
く
ら
い
繰
り
返
し

一言
っ
て
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ウ

ェ
イ
　
リ

卜
の
場
合
は
３
歩
日

で
の
ラ
イ
ズ
が
高
＜
、
ウ
ィ
ー
ブ
　
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
は
４
歩
目
へ
の
距
離
に
つ
な
げ
ま
す
か
ら
、

そ
う
し
た
違
い
が
足
の
形
に
な
っ
て
現
れ
る
の
で

し
よ
う
ね
。
前
号
の
芳
賀
先
生
は

「音
楽
が
王
様
」

と
の
面
白
い
表
現
を
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
　
。

ブ
　
ビ
ボ
ツ
ト
が
．ホ

ビ

ュ
ラ
ー
で
す
が
、

「
ハ
」
の
字
に
開
く

と
は
、
こ
の
ビ
ボ
ツ

ト
の
気
持
ち
を
残
さ

な
い
こ
と
で
す
ｃ
ま

た
、
３
歩
日
と
４
歩

目
で
は
、
膝
を
寄
せ

て
く
だ
さ
い
。

元

¨
ス
リ
ツ
フ
　
ビ
ボ
ツI夢タ ｀``

為 |

ヽ

― ―― ● ―

3Sイ

一

 LOD

ステツプ
(カウント)

ステップの説明

書籍「サークルで上達するボールルーム ダンス」より抜粋
一部変更を加えています

フ
＆
一

'ッ
トワーク

男性 女 1■

～前回のナチュラル ウイープでフェザー フィニッシュしたところから始めます～

1(3)
～ コーナーに向けチェンジ オブ ディレクションに入ります ～

キリ左足、壁斜めに前進 (女性は後退)。 左回転を始めます。
TH

2(S)

■右足、右サイドリードを使いながら斜めに前進 【Tの E、 日】.左足を右足の

横少し前に、体重をかけずに3き寄せます 【左足Tの E】 .

り左足左サイドリードを使いtdがら斜めに後退 【TTの E、 日】.次に右足を

右足の横少し10‐ ろに体重をかけずに3き寄せます 【Tの E】 .

十音楽にあわせるため、ここでもう2す白(S)を 取ることもできます。または、3

拍 rSQ)使 い、次のステッフをQで出ることもできます。

左文中に

あります。

3(S) 左足 新LODの中央斜めに前進. υ右足 新LODの中央斜めに後退 H TH

4-6

lSQQ)
～ フェザー ステッフの3歩 ～ (前 号参照 )

71S'

～ フォーラウェイに入ります。 ☆はパウンス フォーラウェイの特徴～

■υ中央斜めに左足前進 (女 1■ は右足後退 |し 女 1生 をPPに リード。

☆通常より急激なライズを使います。

′ HT TH

81&)
おり左回転をしながらPPで右足を横に。女4生は左足後退。(サ イドリート

☆トウで出、左足 (女性は右足)後退しながらヒールに下ります。
T T

9(S)

(ま たはQ)
фυPPで左足後退。女性は右足後退. T T

101&)

(ま たはQ)

串右サイド リードを使いながら右足後退。(膝 のクツシヨンを使う)

,右足の上で左回転 して左足前進。(膝 のクッションを使う)

T T

11101

～ ウィーブ エンディング ～

〔
=)左

足 中央斜めに後退しながら女性をアウトサイドにリード.

●右足、アウトサイドに前進。

T T

12(Cl ■右足 中央斜めに後退しながら女性とイン ラインに戻ります。 T T

13(Cl)

14(QI
～ フェザー フィニッシュ～

|

T

TH

彎壌

フォーラウェイの形

フォーラウェイ 1歩 目

(説明のフ歩目) 別の角度から見たT元



サ■タルで上連する構交ダンス

今1回‐協1カし―てくれた教室紹介

L 社交ダンス AZ(アゼット)

チューリップの会 (左)と クローバーの会 (右)の仲間違

〒558‐0011 大阪府大阪市住吉区苅田10-11-4
TEL:06-6697-0848 FAX:06-6697-2801
両親の経営する練習場AZに て個人レッスンおよ _l団体レッスンを行つてい

ます。

西日本最大220坪 の練習場です。

ホームページ : http//wwwO08 upp sO∩ et nelp/A― Z/

☆団体レッスン

毎週木曜日 :チ ューリップの会 (入門サークル) ]400～ ]500
毎週金曜日 :ク ローバーの会 (初心者サークル) ]900～ 2000
この他にもあります。詳細はホームページもこ覧下さい。

大
野
先
生

¨
私
は
大
学
で
音
楽
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
せ
い
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

踊
り
で
は
音
楽
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
間
き
手
に
回
ら
ず
、
演
奏
す

る
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

川
崎
先
生

一
そ
し
て
、
フ
ォ
ー
カ
ス
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
目
を
見
開
き
、
焦
点
を
定
め
て
踊

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
競
技
会
で
も

周
囲
を
は
っ
き
り
見
る
こ
と
で
す
。
生
き
生

き
と
し
た
踊
り
に
表
情
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
か

ら

。

神
　
　
一九
二
日
楽
の
演
奏
を
し
つ
つ
、
日
の
力
で
ダ
ン
ス

の
演
出
を
す
る
の
で
す
ね
！

大
野
先
生

一
私
は
ス
ロ
ー
が

一
番
好
き
で
す
。
音
楽
が

ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
練
習
が
し
や
す
い

で
す
し
、
ウ
エ
イ
ト
の
移
動
や
バ
ラ
ン
ス
の

チ
エ
ツ
ク
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
取
る
練
習
に
と

て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

川
崎
先
生

¨
私
達
は
、
部
分
と
通
し
の
練
習
を
バ
ラ
ン
ス

よ
＜
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
が
つ
が
つ
し
な

い
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
喧
嘩
に
な
っ

て
も
良
い
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

神
　
　
一死
一
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｃ
で
は

お
友
達
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
二
人
で

一
北
海
道
恵
庭
市
の
大
野
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の

大
野
正
幸
　
志
津
子
先
生
を
。

神
　
　
一死
ｔ
え
っ
、
お
お
の
９
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
　
。

元
一　
や
っ
は
、
親
子
で
し
た
か
―
　
一匹
ヌ
な
う
ち

に
規
孝
行
、
そ
れ
が

一
番
で
す
ね
―

来
月
は
、
北
海
道
か
ら
で
す
―

3歩目、別の角度から

13歩 ロ フェザー

フィニッシュに入るところ

一お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
元

気
つ
　
こ
ち
ら
は
２
人
と

も
元
気
に
が
ん
ば

っ
て
い

ま

す

ｏ

‐２

月

の

パ

ー

テ
ィ
ー
に
は
、
上
達
し
た

姿
を
見
せ
に
戻
り
ま
す
―
』

オーナーの秋恵先生も
お元気ですよ―

スローに挑戦 したい熱心な初心者の皆さんヘ

私達からのア ドバイス
今月は次の練習をしましょう。

●左足を前、右足を後ろに足を前後に開き、左足はヒール、右足はトウ (ヒ ー

ルはつかない)で立ちます。

●中間バランスを保ちながら、その場でトントン、足の踏み替えを繰り返しな

がら、左足を右足後ろへ移動。逆足で■の形になります。

以上を、次の点を守りながら練習しましょう。

1 左足が右足に揃う瞬間まで、右足のヒールは床につかないバランスを保つ。

2 次に前足になつた右足はヒールであること。

3 次に後ろ足になつた左足|よ トウで、ヒールがおりようとしていないこと。

この練習をした上で、前号と同じステップをシャドーしましょう。

『サ申クルで上運するボールルーム・ ダンス』
がモダンとラテンでセット販売中です!

神元 誠。久子 著

大好評発売中の書籍『サークルで上達するボールルーム・ダンス』が、モダン編とラテン編の2冊セット

で発売中です (139ページの広告を参照)。 セット価格で6090円。うれしいことに送料無料です。お問

い合わせは「ダンスフアン営業部」公03-5292-7751(モ ダン編/「東京経済」803-3237-7170)
※全国の有名書店で取り扱っています。書店、ダンスショップ等にない場合は、通信販売をご利用下さい。またはホームベージで。
http:〃www byakuya‐ shobo cojp 直接お申し込みの方は「ダンスファン営業部」803‐5292-7751 FAX03-5292-7741ま で。
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‐‐‐申高
奪
の
た
め
の
体
質
改
善
法
⑭

菫
分
に
含
０
た
漢
方
藁

一を
躍
い
る
た
０
一に
は

嘔鰤元却製銅猜蝶ズｍ紛

漢
方
医
学
で
は
独
特
の
観
点
か
ら
病
気
を

と
ら
え
、
漢
方
葉
も
そ
れ
に
基
づ
い
て
用
い

ら
れ
ま
す
。
漢
方
の
特
性
を
知
り
、
自
分
に

合

っ
た
薬
を
使

っ
て
こ
そ
、
漢
方
薬
の
良
さ

も
生
か
せ
ま
す
。

■
漢
方
治
療
に
向
く
炉
気
、
向
か
な
い
病
気
が
あ
る

漢
方
薬
を
適
切
に
用
い
る
た
め
に
は
、
ま

ず
回
き
盃
回
き
を
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。　
一
般
に
、
手
術
の
必
要
な
病
気
や
殺

菌

・
除
菌
を
優
先
す
べ
き
感
染
症
な
ど
に
は
、

漢
方
治
療
は
向
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
西
洋
医

検
査
で
は
異
常
が
な
い
が
、
症
状
は
あ
る
と

い
う
よ
う
な
場
合
は
、
漢
方
治
療
が
向
く
病

気
と
い
え
ま
す
。
ロロ
や
腸
の
病
気
で
い
え
ば
、

胃
腸
虚
弱
で
あ
っ
た
り
、
特
別
な
病
気
も
な

い
の
に
使
秘
や
下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と

い
っ
た
具
合
で
す
。
女
性
で
は
、
月
経
障
害

や
更
年
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
漢
方
治
療
に
よ
り
症
状
が
改
善

さ
れ
る
た
め
、
と
き
に
症
状
の
背
後
に
あ
る

重
大
な
病
気
を
見
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
西
洋
医
学
の
検

杢

・
診
断
を
受
け
て
病
気
の
有
無
を
確
認
し

た

？ヽ
え
で
漢
方
薬
を
使
う
の
が
基
本
で
す
。

漢
方
医
学
で
は
、
治
療
に
あ
た
つ
て
独
特

の
見
方
で
病
気
を
捉
え
ま
す
。
そ
れ
を
漢
方

の

「証
」
を
と
る
、
と
い
う
言
い
方
を
し
ま

す
。
そ
の
と
き
基
本
と
な
る
の
が

「陰

・
陽
」

と

「虚

。
実
」
の
物
差
し
で
す
。
患
者
さ
ん

が
寒
さ
に
支
配
さ
れ
た

「陰
」
の
状
態
か
、

熱
に
支
配
さ
れ
た

「陽
」
の
状
態
か
、
ま
た
、

体
力
の
あ
る

「実
」
の
状
態
か
、
体
力
の
低

下
し
た

「虚
」
の
状
態
か
を
判
断
し
ま
す
。

漢
方
薬
は
、
患
者
さ
ん
が

「
陰

・
陽
、

虚

・
実
」
の
ど
の
ゾ
ー
ン
に
い
る
か
を
み
て
、

過
ぎ
た
と
こ
ろ
を
中
央
へ
戻́
す
処
方
が
選
ば

れ
ま
す
。
冷
え
て
い
れ
ば
温
め
、
熱
が
あ
り

す
ぎ
れ
ば
冷
ま
す
と
い
つ
た
具
合
で
す
。

■
漢
方
医
学
の
診
察

患
者
さ
ん
が

「陰

・
陽
、
虚

・
実
」
の
ど

こ
に
い
る
の
か
、
患
者
さ
ん
の
全
身
状
態
を

判
断
す
る
た
め
に
行
う
の
が
漢
方
医
学
の
診

察
で
す
ｃ
そ
の
た
め
に
、
医
師
は
ま
ず
詳
し

い

「問
診
」
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
■
の

色
を
み
る

「舌
診
」
、
脈
の
力
を
み
る

「脈

診
」、
腹
壁
の
力
や
あ
ば
ら
骨
の
下
の
抵
抗
、

お
な
か
を
押
し
て
痛
む
と
こ
ろ
が
な
い
か
な

ど
を
調
べ
る

「腹
診
」
な
ど
を
行
い
、
こ
れ

ら
を
統
合
し
て
診
断
し
て
い
き
ま
す
。

漢
方
医
学
で
は
、
病
気
を
全
身
の
働
き
の

ゆ
が
み
と
考
え
、
「陰

・
陽
、
虚

・
実
」
を
基

本
に
し
て

一
人

一
人
の
ゆ
が
み
方
を
提
え
ま

す
。
漢
方
薬
は
、
そ
の
ゆ
が
み
を
正
し
て
い

く
作
用
を
持
つ
も
の
を
選
択
し
ま
す
。
従

っ

て
、
同
じ
病
気
で
も
、
用
い
る
薬
は
患
者
さ

ん
に
よ
つ
て
違

っ
て
き
ま
す
。
全
身
の
状
態

を
良
く
し
て
、
人
間
が
持

っ
て
い
る

一
人
で

治

っ
て
い
こ
う
と
す
る
力

（自
然
治
癒
力
）

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
の
で
す
。

■
漢
左

楽
の
惣

諾

暮

使
い
方

●
空
腹
時
に
飲
む
の
が
理
想

漢
方
薬
は
、
他
の
食
べ
物
と

一
緒
に
な
る

と
分
解
能
力
が
落
ち
て
効
き
日
が
亜
７

なヽ
り
、

腸
か
ら
吸
収
さ
れ
て
血
液
中
に
入
る
率
も
低

く
な
る
の
で
、
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

に
は
空
腹
時
の
服
用
が
理
想
で
す
。

●

西
洋
薬
と
併
用
し
て
も
よ
い

飲
み
合
わ
せ
に
よ
る
問
題
を
防
ぐ
た
め
医

師
と
相
談
し
、
併
用
す
る
場
合
は
時
間
を
ず

リヽ
ｌ
ｙ
ま
―
し
ょ
つヽ
。

●

エ
キ
ス
剤
は
お
湯
に
溶
か
し
て
飲
む

漢
方
薬
は
も
と
も
と
は
煎
じ
薬
な
の
で
、

お
湯
に
溶
き
元
の
形
に
戻
し
て
飲
ん
だ
ほ
う

が
本
来
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
特
に
冷

え
性
や
胃
腸
虚
弱
の
人
は
、
温
か
く
し
て
飲

む
こ
と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

《
ひ
と
く
ち
健
康
メ
モ
》

体
調
を
崩
さ
ず
に
冷
た
い
も
の
を
と
る
な

ら
、
昔
な
が
ら
の
生
姜
を
使

っ
た

「冷
や
し

飴
」
は
い
か
が
で
す
か
ｏ
体
内
か
ら
温
ま
る

の
に
大
変
良

い
飲
み
物
で
す
。
寒

い
時
期
、

風
邪
を
ひ
い
た
と
き
に
使
わ
れ
る

「生
姜
湯
」

を

今

の

時

期

に

飲

む

の

も

冷

え

の

改

善

に

大

変

有

効

で

す

。

①
冷
や
し
飴

【用
意
す
る
も
の
】

・
麦
芽
水
飴

¨
２
０
０
グ
ラ
ム

・
水

一
３
カ
ッ
プ

・
生
姜
絞
り
汁

¨
小
さ
じ
半
分
程
度

麦
芽
水
飴
に
水
を
加
え
弱
火
で
温
め
て

溶
か
し
、　
一
度
冷
や
し
て
他
の
容
器
に

保
存
す
る
。

よ
く
冷
え
た
水
飴
を
グ
ラ
ス
に
入
れ
生

姜
の
絞
り
汁
を
加
え
て
飲
む
。

②
生
姜
湯

生
姜
の
お
ろ
し
た
も
の
ひ
と
つ
ま
み
に
熱

湯
を
注
ぎ
、
黒
砂
糖
か
ハ
チ
ミ
ツ
を
加
え

て
飲
む
。
こ
れ
に
、
刻
ん
だ
ネ
ギ
を
加
え

る
と
温
め
る
力
が

一
層
強
く
な
る
。

③
ミ
カ
ン
入
り
生
姜
湯

中
く
ら
い
の
ミ
カ
ン
ー
個
を
火
で
焼
く
。

底
の
部
分
が
黒
く
な
っ
た
ら
湯
飲
み
に
入

れ
て
つ
ぶ
し
、
生
姜
の
お
ろ
し
汁
を
ス
プ

ー
ン
ー
杯
ほ
ど
加
え
て
熱
湯
を
注
い
で
飲

む

。

④
生
姜
湿
布

生
姜
を
お
ろ
し
て
小
麦
粉
と
水
で
練
り
、

適
当
な
柔
ら
か
さ
に
し
た
も
の
を
布
に
薄

く
伸
ば
し
て
患
部
に
貼
る
。
一肩
こ
り
の
民

間
療
法
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、
生
姜
が

血
行
を
良
く
し
、
患
部
を
温
め
る
の
で
効

果
が
あ
る
。

⑤
生
姜
入
り
人
参
酒

高
麗
人
参
酒
は
体
力
が
な
く
、
臓
器
の
運

動
が
不
活
発
な
方
に
も

っ
て
こ
い
の
お

酒
。
こ
れ
に
生
姜
や
ナ
ツ
メ
を
加
え
る
と

体
温
が
温
ま
り

一
層
効
果
的
。

【作
り
方
】
高
麗
人
参
の
根
の
乾
燥
品
１０
～
１５

グ
ラ
ム

（５
～
６
年
根
、
１
～
２
本
）
に
ス

ラ
イ
ス
し
た
生
姜
と
ナ
ツ
メ
を
少
々
加
え
、

４５
度
の
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー

（果
実
酒
用
）
１

８
０
∝
に
漬
け
る
。　
一
ヶ
月
ほ
ど
で
飲
み
頃

に
な
る
の
で
、
１
自
に
盃
１
～
３
杯
ほ
ど
の

ベ
ー
ス
で
飲
む
。
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